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1人暮らしの高齢者の孤食を防ぐ「おとな食堂」を開く試み

が広がっている。高齢者の居場所づくりの一環として安価に食

事を提供し、地域交流を促す場にもなっている。東京都は2船0

年度までに、おとな食堂を100力所創設する方針を掲げている。

地域に漫透しつつある取り組みを探った。
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